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農
業
委
員
会
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、一
二
月
一
日
に
二
九
名
の
委
員
が
新
た

な
顔
ぶ
れ
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、総
会
の
席
上
、会
長
に
五
十
嵐
直
太
郎
氏
、会
長
職
務
代
理
者
に
佐
藤
好

博
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

を
受
け
て
、
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
各
農
業

関
係
団
体
で
構
成
す
る
『
参
考
賃
借

料
検
討
協
議
会
』
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
賃
借
料
の
あ
く
ま
で

も
指
標
と
な
る
〝
参
考
賃
借
料
〟
を

総
合
的
な
視
点
か
ら
検
討
し
、
な
る

べ
く
早
期
の
公
表
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
は
地
域
の
農
業
者
か
ら

信
任
を
い
た
だ
き
、
代
表
と
し
て
の

役
割
を
託
さ
れ
た
、
大
変
責
任
の
あ

る
立
場
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
の
改

選
で
農
業
委
員
二
九
名
が
新
た
な
体

制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

農
業
が
再
生
産
可
能
な
魅
力
あ
る

産
業
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
位
置

付
け
ら
れ
、
本
市
農
業
の
発
展
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
と
も
関

係
機
関
・
組
織
か
ら
の
ご
協
力
と
連

携
を
賜
り
な
が
ら
、
困
難
な
状
況
を

乗
り
切
る
た
め
に
邁
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
の
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
稲
作
に
つ
い
て
は
、
農
家
の

皆
様
の
適
切
な
肥
培
管
理
の
下
、
作

況
指
数
一
〇
五
（
や
や
良
）
と
い
う

作
柄
と
な
り
ま
し
た
。
他
方
、
消
費

減
退
に
伴
う
在
庫
の
増
大
を
受
け
、

米
価
の
大
幅
な
下
落
と
い
う
現
実
が

現
場
に
突
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
営
所
得
安
定
対
策
や
米

政
策
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
政
府
主

導
に
よ
る
様
々
な
会
議
の
答
申
を
テ

コ
に
、
Ｊ
Ａ
や
農
業
委
員
会
の
改
革

等
々
、
矢
継
ぎ
早
に
そ
の
政
策
が
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
調
和
の
と
れ
た
貿
易
ル

ー
ル
と
は
程
遠
い
市
場
主
義
偏
重
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
秘
密
交
渉
の
下
に
置
か

れ
、
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
、
協
定

交
渉
参
加
に
関
す
る
国
会
決
議
の
遵

守
を
、
引
き
続
き
求
め
る
活
動
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

担
い
手
不
足
や
高
齢
化
な
ど
の
課

題
も
含
め
る
と
、
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
や
情
勢
は
、
か
つ
て
な
い
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、〝
多
面
的
機

能
を
有
し
、
公
共
財
と
し
て
も
素
晴

ら
し
い
〟
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
こ

の
農
地
を
、
何
と
し
て
も
次
代
の
担

い
手
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
は
農
地
中
間

管
理
事
業
の
実
施
を
受
け
て
、
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
や
マ
ッ
チ
ン
グ
作

業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
『
酒
田

市
農
地
集
積
セ
ン
タ
ー
』
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
一
年
の

大
幅
な
農
地
法
の
改
正
な
ど
の
流
れ

新
し
い
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

新たな体制でスタート

会　長
五十嵐 直太郎

広野（公選）

農業振興委員会
・参考賃借料検討班
・建議検討班
・農作業基準賃金検討班
・食育地産地消班

運営委員会

農業委員会

※会長ほか６人の
　役員で構成

会報委員会
・会報きらりの取材、
編集、発行

農地調査委員会
・現地調査
・農地議案調査

【農業委員会の組織図】
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農業委員会委員29名が

　

厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
会
長
を

補
佐
し
、
酒
田
の
農
業
振
興
の
た
め
、

ま
た
、
農
業
者
の
た
め
に
、
新
た
な

気
持
ち
で
頑
張
り
ま
す
。

　

先
行
き
の
見
え
な
い
農
業
情
勢
で

は
あ
り
ま
す
が
、
農
業
関
係
機
関
と

連
携
し
、
課
題
を
少
し
で
も
解
消
で

き
る
よ
う
に
、
初
心
を
忘
れ
ず
に
頑

張
り
ま
す
。

　

今
の
課
題
、
優
良
農
地
の
確
保
と

有
効
利
用
、
担
い
手
の
確
保
と
、
農

地
の
集
積
。
今
後
の
課
題
、
伝
統
の

継
承
と
、
新
た
に
伝
統
を
創
る
創
造

性
。

　

日
本
の
稲
作
農
業
経
営
は
厳
し
い

時
代
、
地
域
農
業
者
の
声
を
聞
き
な

が
ら
農
地
を
守
り
「
夢
が
あ
る
儲
か

る
酒
田
の
農
業
」
を
目
標
に
活
動
し

て
参
り
ま
す
。

　

産
業
政
策
と
し
て
の
農
業
と
地
域

政
策
と
し
て
の
農
業
。
両
立
さ
せ
る

た
め
、
我
々
は
何
を
為
す
べ
き
か
。

新
た
な
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
す
。

　

「
農
業
情
勢
は
厳
し
い
が
、
若
さ

と
情
熱
で
立
ち
向
か
へ
」
母
校
の
卒

業
式
で
の
式
辞
。
あ
れ
か
ら
四
〇
年
。

厳
し
さ
は
増
す
一
方
だ
が
、
皆
さ
ん

と
共
に
、
何
と
か
踏
ん
張
ら
ね
ば
。

　

改
革
の
名
の
下
に
農
業
政
策
が
大
き

く
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
特

に
水
田
政
策
は
著
し
く
変
化
し
ま
す
。

委
員
会
の
み
な
ら
ず
関
係
団
体
と
一
致

協
力
し
て
対
処
し
て
参
り
ま
す
。

　

雲
を
つ
か
む
よ
う
な
農
業
の
未
来

を
い
く
ら
か
で
も
鮮
明
に
、
確
実
な

も
の
と
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
と
共

に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
貸
付
希

望
農
地
と
借
受
希
望
者
の
情
報
を
基

に
、
各
地
域
の
集
積
セ
ン
タ
ー
で
の

マ
ッ
チ
ン
グ
作
業
、や
は
り
農
地
の
こ

と
は
農
業
委
員
会
へ
。
頑
張
り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
対
策
と
畑
作
振
興
を
柱

に
、
若
者
か
ら
職
業
と
し
て
の
農
業

を
選
択
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境

を
作
っ
て
い
き
た
い
。
酒
田
農
業
発

展
の
た
め
頑
張
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
や
情
勢
が

著
し
く
変
化
す
る
昨
今
で
す
が
、
地

域
農
業
振
興
向
上
に
向
け
、
委
員
と

し
て
の
役
割
と
基
本
を
大
切
に
し
頑

張
り
ま
す
。

　

地
域
農
業
を
守
り
、
元
気
が
出
る

農
業
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
農
業

委
員
と
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

激
動
し
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る

農
業
情
勢
の
中
で
、
農
業
委
員
は
新

た
な
農
業
の
ト
レ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
に

な
り
え
る
情
報
発
信
力
の
強
化
と
、

充
実
に
向
け
た
活
動
が
重
要
で
あ
る
。

　

企
業
社
会
に
於
い
て
、
課
題
多
き

農
業
。
担
い
手
優
良
農
地
確
保
等
、

地
域
農
業
活
性
化
に
少
し
で
も
つ
な

が
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

　

地
域
に
は
歴
史
と
暮
ら
し
が
あ
り
、

急
ハ
ン
ド
ル
を
切
る
と
崩
壊
す
る
。

農
地
を
含
め
次
の
世
代
へ
と
引
き
継

ぐ
こ
と
が
農
業
委
員
の
仕
事
。
少
し

で
も
手
助
け
に
な
れ
ば
と
思
う
。

　

新
規
就
農
一
〇
年
目
。
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
す
が
、
大
役
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
農
業
振
興
は
農

村
振
興
だ
と
最
近
感
じ
て
い
ま
す
。

新
た
な
視
点
で
頑
張
り
ま
す
。

佐
　
藤
　
好
　
博

会
長
職
務
代
理
者

中
野
曽
根
（
公
選
）

遠
田
　
君
雄

農
業
振
興
副
委
員
長

下
青
沢
（
公
選
）

伊
藤
　
正
明

上
野
曽
根
（
公
選
）

池
田
　
良
之

北
平
沢
（
公
選
）

冨
　
樫
　
一
　
彦

農
地
調
査
委
員
長

山
寺
（
公
選
）

後
藤
　
保
喜

会
報
委
員
長

北
俣
（
公
選
）

佐
藤
　
康
晴

大
島
田

（
Ｊ
Ａ
庄
内
み
ど
り
推
薦
）

五
十
嵐
　
亨

坂
野
辺
新
田
（
公
選
）

横
　
山
　
主
　
税

農
地
調
査
副
委
員
長

亀
ケ
崎
（
公
選
）

髙
橋
　
　
武

十
里
塚

（
Ｊ
Ａ
そ
で
う
ら
推
薦
）

大
場
　
重
樹

千
代
田
（
公
選
）

尾
形
　
大
介

勝
保
関
（
公
選
）

柿
　
﨑
　
一
　
美

農
業
振
興
委
員
長

木
川
（
公
選
）

荘
司
　
太
一
郎

竹
田
（
公
選
）

庄
司
　
　
隆

生
石
（
公
選
）

佐
藤
　
良
平

小
泉
（
公
選
）
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農業委員は地域農業者の代表です。

お気軽にご相談ください。

阿　部　重　彰 さん（城　　輪）
阿　部　裕　子 さん（亀 ヶ 崎）
佐　藤　六　雄 さん（塚　　渕）
佐　藤　喜　紀 さん（穂　　積）
千　葉　　　明 さん（茨野新田）
村　上　淳　子 さん（本　　楯）

（五十音順）

このたび、ご勇退された方々の
これまでのご努力に感謝申し上げます。

＝退任委員の紹介＝
農地の貸借・売買・転用等農地に関することや農業者年金
についてのご相談はありませんか？
農業委員が出向いてご相談をお受けいたします。
◇日　時　１月28日（水）
　　　　　午後２時～４時　
◇場　所　酒田市袖浦農業協同組合
　　　　　総合会館
（袖浦・浜中地区以外の方も参加いただけます）
※今後、上記以外の地区でも実施の予定です。

第3回 農業委員会の出前相談を開催します

　

農
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
化

の
中
、
活
気
の
あ
る
委
員
会
作
り
、

や
り
が
い
の
持
て
る
酒
田
農
業
を
目

指
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
農
業

の
振
興
発
展
に
努
め
た
い
。

　

政
府
が
進
め
る
農
業
の
地
域
政
策

・
産
業
政
策
。
難
題
も
多
い
が
将
来

を
見
据
え
て
、
今
ど
う
あ
る
べ
き

か
？
共
に
考
え
行
動
す
る
農
業
委
員

で
あ
り
た
い
。

　

日
本
の
農
業
の
た
め
に
チ
ー
ズ
職

人
の
道
を
歩
き
始
め
ま
し
た
。（
笑
）

今
作
っ
て
い
る
の
は
、
熟
成
を
経
て

旨
味
が
増
す
ゴ
ー
ダ
チ
ー
ズ
で
す
。

熟
成
が
一
番
旨
ひ
と
を
ん
な
言
ひ

　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
農
業
人

と
し
て
今
何
を
共
有
し
提
供
で
き
る

か
、
あ
り
の
ま
ま
で
儲
か
る
農
業
繋

が
る
農
業
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

　

地
域
か
ら
の
公
選
で
二
期
目
に
入

り
ま
す
。
酒
田
農
業
振
興
の
た
め
に
、

若
い
担
い
手
や
農
村
の
女
性
た
ち
の

小
さ
な
声
を
聞
き
、
そ
の
力
に
な
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

砂
丘
地
園
芸
の
将
来
像
に
つ
い
て

は
、
マ
ク
ロ
の
目
で
見
据
え
て
次
世

代
に
渡
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
日
々
、
ミ
ク
ロ
の
耳
を
も
っ
て
キ

メ
細
か
く
対
応
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

女
性
組
織
の
中
で
活
動
し
て
い
る

（
食
育
、
地
産
地
消
、
消
費
者
と
生

産
者
の
交
流
）
を
推
進
し
、
若
い
担

い
手
が
、
夢
の
持
て
る
農
業
を
共
に

考
え
行
動
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

こ
の
度
議
会
推
薦
で
農
業
委
員
と

な
り
ま
し
た
平
田
の
後
藤
喜
博
と
申

し
ま
す
。
若
い
目
線
、
青
年
部
活
動

で
の
経
験
を
生
か
し
、
精
一
杯
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

兼
業
や
専
業
農
家
に
限
ら
ず
、
農

業
に
従
事
し
て
い
る
方
々
の
声
に
真

剣
に
向
き
合
い
、
能
率
良
く
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
三
年
間
い
ろ
い
ろ
と

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
日
々

精
進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

米
価
の
下
落
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
多
く
の

問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
地
方
を
元

気
に
す
る
に
は
、
農
業
の
安
定
が
不

可
欠
。
担
い
手
が
意
欲
を
持
っ
て
取

り
組
め
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
度
推
薦
に
よ
り
委
員
に
な
り

現
在
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
中

新
た
に
農
地
中
間
管
理
事
業
が
本
格

的
に
始
動
。
益
々
委
員
会
の
重
要
性

を
感
じ
尚
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
十
嵐
　
弘
樹

黒
森
（
公
選
）

土
田
　
治
夫

飛
鳥
（
公
選
）

齋
藤
　
　
均

手
蔵
田
（
公
選
）

須
田
　
正
弘

山
寺（土

地
改
良
区
推
薦
）

関
口
　
友
子

藤
塚
（
公
選
）

川
村
　
　
洋

浜
中
（
公
選
）

佐
藤
　
玲
子

千
代
田
（
議
会
推
薦
）

後
藤
　
喜
博

飛
鳥
（
議
会
推
薦
）

荘
司
　
研
治

堀
野
内
（
公
選
）

白
畑
ち
か
子

大
町
（
議
会
推
薦
）

飯
塚
　
将
人

本
楯
（
公
選
）

佐
藤
　
　
修

土
渕（

農
業
共
済
推
薦
）
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売
も
兼
ね
た
六
次
産
業
化
込
み
で
の
農

業
経
営
な
ら
、
後
を
継
い
で
も
よ
い
と

い
う
声
も
出
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
後
継
者
不
足
を
解
消
し
、
活
力

あ
る
儲
か
る
農
業
に
す
る
に
は
、
六
次

産
業
化
は
推
進
し
て
い
く
べ
き
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

（
須
田
正
弘
委
員
）

　

一
一
月
一
三
日
か
ら
一
四
日
に
、
兵

庫
県
で
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
全
体
会
で
は
、
兵
庫
県
内
の

女
性
農
業
者
五
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
ト
ー

ク
が
あ
り
ま
し
た
。
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
、
各
地
域
で
活
躍
す
る

女
性
た
ち
。
家
族
経
営
協
定
を
結
び
役

割
分
担
・
報
酬
制
を
取
り
入
れ
、
目
標

を
持
っ
て
営
農
し
て
い
る
こ
と
や
、
農

新
日
鐵
住
金
製
鉄
所
か
ら
出
る
高
炉
ス

ラ
グ
を
土
壌
改
良
資
材
に
加
工
し
て
い

る
㈱
産
業
振
興
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ

の
資
材
は
、
従
来
の
も
の
よ
り
半
分
の

量
で
効
果
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
、
既

に
庄
内
で
も
散
布
が
始
ま
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
大
阪
府
八
尾
市
で
は
、
農
地

の
バ
ン
ク
制
度
と
遊
休
農
地
解
消
に
つ

い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
今

後
の
酒
田
市
農
業
の
発
展
に
役
立
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
齋
藤
均
委
員
）

六
次
産
業
化
と
農
業
の
未
来

　

千
葉
県
六
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
六
次
産
業
化
を
考
え
て
い

る
生
産
者
か
ら
相
談
を
受
け
て
、
法
認

定
を
受
け
る
ま
で
の
段
階
を
資
金
面
か

ら
人
材
面
に
至
る
ま
で
様
々
な
形
で
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
支
援
を
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
千
葉
県
は
首

都
圏
に
近
い
こ
と
か
ら
加
工
し
な
く
て

も
生
鮮
食
品
の
ま
ま
販
売
で
き
る
環
境

に
あ
り
、
六
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
生
産
者
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
よ
う

で
し
た
。

　

た
だ
、
後
継
者
不
足
の
問
題
は
酒
田

市
と
同
様
に
抱
え
て
お
り
、
加
工
や
販

土
壌
改
良
資
材
加
工
施
設
等
を
見
学

　

一
一
月
一
九
日
か
ら
二
一
日
に
農
業

委
員
三
名
が
静
岡
、
愛
知
、
大
阪
に
研

修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

静
岡
県
富
士
宮
市
の
㈱
い
で
ぼ
く
は
、

富
士
山
の
裾
野
に
あ
る
生
産
か
ら
乳
加

工
ま
で
行
う
観
光
牧
場
で
す
。
鳥
海
山

を
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
牧
場
を
持
つ
本
市

と
し
て
も
、
参
考
に
な
る
部
分
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

愛
知
県
東
海
市
、
名
古
屋
市
で
は
、

農
業
委
員
会

活
動
レ
ポ
ー
ト

農
業
委
員
自
主
研
修
報
告

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

　高
炉
ス
ラ
グ
の
説
明
を
受
け
る

レンコンの収穫作業を見学

　庄内地区農業青年出会い
・交流事業が11月22日に開
催されました。
　農家のおせっかいおばさ
ん７名は、カップルを多く

成立させたいという意気込みで本番に臨みました。
その結果、本命カップル２組、お友だちカップル
４組が誕生しました。

1／7,000,000,000のきみと…
～農業青年の出会い交流イベントを実施～

家
の
お
嫁
さ
ん
の
相
談
相
手
に
な
っ
て

い
る
点
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
女
性
た
ち

で
し
た
。

　

二
日
目
は
、
姫
路
エ
リ
ア
の
農
業
視

察
。
工
場
地
帯
に
レ
ン
コ
ン
畑
が
点
在

し
て
い
る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

（
土
田
治
夫
委
員
）

「
恋
の
芽
吹
き
２
０
１
５
」

＝
農
業
青
年
の
出
会
い
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
＝

日
時
／
平
成
二
七
年
二
月
一
五
日
㈰

　
　
　

午
後
３
時
～

場
所
／
酒
田
玉
姫
殿

内
容
／
ケ
ー
キ
作
り
、交
流
パ
ー
テ
ィ

※
お
問
い
合
わ
せ
は
酒
田
市
農
業
委
員
会
へ
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平田地区・砂越
阿部　雄太郎

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も
っ

と
お
い
し
い
お
米
を
作
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
米
作
り
は
、
本
当
に
色
々

な
人
た
ち
と
か
か
わ
る
こ
と
の
で
き

る
こ
と
が
、
と
て
も
魅
力
だ
と
思
い

ま
す
。
会
社
員
の
と
き
は
、
地
域
の

人
た
ち
と
の
交
流
は
、
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
農
作
業
や
祭
り

な
ど
を
通
し
て
皆
さ
ん
と
知
り
合
い

に
な
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良
い

経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

農
業
は
、
農
作
物
を
育
て
収
穫
す

る
よ
う
に
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
て
、
広
げ
て
い
け
る
す
ば
ら
し
い

職
業
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
米
価
の
下
落
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ

と
農
業
事
情
は
、
一
年
一
年
と
変
わ

っ
て
い
ま
す
が
、
私
は
負
け
ず
に
、

お
い
し
い
お
米
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
今
年
の
四
月
に
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
の
で
、
自
分
の
作
っ

た
お
米
を
「
お
い
し
い
の
」
と
言
っ

て
く
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、

成
長
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
、
就
農
し
て
九
年

目
に
な
り
ま
す
。
以
前
は
、

県
外
の
大
手
輸
送
会
社
に

勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　

経
営
は
水
稲
、
野
菜
栽

培
が
主
で
す
。
就
農
時
は

農
業
の
右
も
左
も
分
か
ら

ず
、
た
だ
た
だ
父
の
仕
事

を
見
よ
う
見
ま
ね
で
こ
な

し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
最
初
に
入
っ
た
農

協
青
年
部
で
、
先
輩
、
後

輩
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
が
、

今
の
自
分
の
農
業
に
な
っ

て
い
ま
す
。
盟
友
同
士
で

お
酒
を
飲
み
交
わ
し
な
が

ら
、
農
業
政
策
や
水
稲
の

生
育
状
況
な
ど
の
情
報
を

交
換
し
、
今
後
の
農
業
に

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
青
年
部
食
農
教
育
の
一

環
で
地
元
小
学
校
と
の
田
植
え
や
稲

刈
り
教
室
で
子
ど
も
た
ち
に
農
業
の

楽
し
さ
、
大
切
さ
が
少
し
で
も
わ
か

っ
て
も
ら
え
た
ら
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
年
々

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
地

域
に
お
け
る
担
い
手
不
足
で
す
。
各

地
域
で
は
法
人
化
、
組
織
化
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
今
後
一
〇
年
、
二
〇

年
先
を
考
え
る
と
一
時
し
の
ぎ

に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

若
い
担
い
手
の
姿
が
見
当
た
ら

な
い
の
で
す
。
若
い
人
が
安
心

で
き
、
先
の
見
え
る
農
業
の
環

境
作
り
が
必
要
で
す
。
就
農
人

口
の
増
加
が
地
域
の
活
性
化
と

農
作
物
の
品
質
向
上
に
つ
な
が

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
低
温
日
照
不
足
、

長
雨
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
異

常
気
象
で
頭
を
悩
ま
す
と
こ
ろ

で
す
。
父
や
先
輩
方
か
ら
情
報

を
得
て
役
立
て
て
い
ま
す
。
ハ

モ
グ
リ
バ
エ
の
発
生
や
い
も
ち

病
な
ど
初
め
て
の
経
験
も
。
植

物
は
何
も
語
っ
て
く
れ
な
い
の

で
、
毎
日
の
観
察
と
肥
培
管
理

の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
人
々
を
大
切

に
し
、
将
来
子
ど
も
た
ち
が
農
業
を

や
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
、
農
業
を

楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

かぜ
～若手農業者リレーエッセー～

　

私
は
、
高
校
を
卒
業
後
に
、
五
年

間
の
会
社
員
を
経
験
し
て
か
ら
、
就

農
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
水
稲
、
大
豆
、
そ
ば
な
ど

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
し
た
初
め
て
の
年
は
、
そ

れ
ま
で
父
親
の
農
作
業
等
を
ほ
と
ん

ど
手
伝
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

ま
っ
た
く
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。

　

何
を
す
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ

た
と
き
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、

今
や
る
こ
と
を
何
回
も
分
か
る
ま
で

教
え
て
も
ら
い
、
支
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

た
だ
、
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
働
い
た
気

が
し
ま
す
。
そ
し
て
、
気
が
つ
け
ば

今
年
で
五
年
も
経
っ
て
い
る
こ
と
に
、

自
分
で
も
驚
き
ま
す
。

　

今
で
は
、
以
前
と
比
べ
る
と
や
る

べ
き
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
、
農
業

の
楽
し
さ
が
、
少
し
ず
つ
分
か
る
よ

地
域
の
人
と
お
米
と
私

～ 新規就農者の紹介 ～
はじめの一歩はじめの一歩はじめの一歩はじめの一歩

地域農業の大切さ
亀ヶ崎　新　関　淳　浩
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農業委員がおじゃましてお聞きしました！

の
ス
ー
パ
ー
に
野
菜
を
納
入
し
て
い

ま
す
。
堀
さ
ん
の
ト
マ
ト
が
美
味
し

か
っ
た
か
ら
と
名
指
し
で
買
い
に
来

る
お
客
さ
ん
も
い
て
、
そ
れ
が
何
よ

り
う
れ
し
い
と
言
い
ま
す
。

　

隆
士
さ
ん
の
一
番
の
楽
し
み
は
、

毎
日
の
晩
酌
で
す
。
ま
た
、
舞
踊
の

師
範
の
資
格
を
お
持
ち
の
秀
さ
ん
は
、

か
つ
て
は
祭
り
な
ど
で
教
え
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
踊
り
が
大
好
き
で
す
。

　

八
〇
歳
を
過
ぎ
て
も
二
人
そ
ろ
っ

て
農
業
が
で
き
る
幸
せ
を
日
々
感
じ

て
い
ま
す
。「
野
菜
も
自
分
の
子
ど

も
と
思
い
真
面
目
に
育
て
る
こ
と
が

大
切
」
と
、
大
ベ
テ
ラ
ン
の
助
言
も
。

　

春
に
収
穫
す
る
ほ
う
れ
ん
草
の
種

ま
き
を
二
日
前
に
行
い
ま
し
た
。
お

二
人
仲
良
く
元
気
に
農
業
を
続
け
な

が
ら
春
ま
で
の
生
長
を
見
守
り
ま
す
。

（
関
口
友
子
委
員
）

　

隆
士
さ
ん
（
八
三
歳
）
と
秀
さ
ん

（
八
二
歳
）
が
小
松
菜
の
収
穫
作
業

中
の
ハ
ウ
ス
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　

藤
塚
地
区
の
ハ
ウ
ス
団
地
で
メ
ロ

ン
栽
培
を
始
め
た
の
は
、
四
〇
年
ほ

ど
前
の
こ
と
で
す
。
つ
る
枯
病
に
悩

ま
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
六
年
か
ら
数
年
に
わ
た
り
、
庄

内
の
温
室
メ
ロ
ン
品
評
会
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
。
農
作
業
に
支
障
を
来
た

す
ほ
ど
視
察
者
が
訪
れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
燃
料
代
の
高
騰
を
機
に
、

暖
房
を
使
わ
な
い
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ

リ
、
葉
物
野
菜
の
栽
培
に
経
営
転
換

し
ま
し
た
。
現
在
は
ご
夫
婦
で
一
〇

ａ
の
ハ
ウ
ス
二
棟
を
管
理
し
、
市
内

　

農
地
の
利
用
集
積
や
農
地
に
関
す

る
情
報
と
相
談
活
動
を
行
っ
て
き
た

「
農
地
銀
行
」
が
変
わ
る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
農
地
中
間

管
理
事
業
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ

た
「
酒
田
市
農
地
集
積
セ
ン
タ
ー
」

に
、
そ
の
役
割
が
移
行
す
る
予
定
で

す
。

　

一
月
下
旬
に
開
催
予
定
の
農
地
銀

行
本
店
会
議
に
お
い
て
、
正
式
に
決

定
さ
れ
ま
す
。

　

や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

３
回
目
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

◆
募
集
期
間
◆

　

１
月
７
日
㈬
～
２
月
６
日
㈮

◆
申
込
み
方
法
◆

　

庄
内
み
ど
り
農
協
営
農
課
、
酒
田

市
袖
浦
農
協
、
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

市
議
会
に
提
出
さ
れ
た
米
の
需
給

安
定
対
策
に
関
す
る
請
願
な
ど
三
件

が
、
一
二
月
定
例
会
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
米
価
下
落
に
対

す
る
緊
急
的
な
対
策
の
実
施
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
が
盛
り
込
ま

れ
た
意
見
書
が
、
市
議
会
か
ら
国
会

と
政
府
関
係
機
関
へ
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
隆
　
士

堀
　
　
　
　
ご
夫
妻

　
　
　
秀
　

西
荒
瀬
地
区
・
藤
塚

農
地
銀
行
制
度
が

変
わ
り
ま
す

農
地
中
間
管
理
事
業
の
出
し
手
・

受
け
手
を
募
集
し
ま
す
。（
３
回
目
）

現
場
の
声 

国
に
届
け
る

農業者年金に加入しましょう
老後の生活をしっかりサポートします。
農業に従事する方なら、広く加入いただけます。

＊＊＊農業者年金のメリット＊＊＊
① 少子・高齢化時代に強い積み立て方式の年金！
② 終身年金で80歳までの保証付き！
③ 保険料は全額社会保険料控除！
④ 手厚い政策支援！ 保険料に国庫補助も！
年金・新聞のことは農業委員会までお問い合わせを。
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
紙
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
編
集

委
員
も
新
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

読
み
や
す
く
役
に
立
つ
会
報
を
目
指

し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
米
価
（
概
算
金
）

下
落
に
悲
鳴
を
上
げ
た
年
で
し
た
。

し
か
し
、
せ
め
て
も
の
救
い
は
、
作

況
指
数
一
〇
五
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

ま
ず
ま
ず
の
上
作
。
耕
起
・
田
植
え

か
ら
出
穂
期
ま
で
天
候
に
恵
ま
れ
、

豪
雨
や
台
風
に
よ
る
大
き
な
自
然
災

害
も
な
く
、
生
産
に
限
っ
て
言
え
ば

良
い
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
農
業
技
術
が
進
歩
し
て

も
、
天
気
予
報
の
確
立
が
向
上
し
て

も
、
農
業
は
自
然
の
恵
み
を
受
け
て

成
り
立
つ
も
の
。
元
日
の
朝
、
多
く

の
方
々
は
神
前
に
、
自
然
の
恵
み
と

五
穀
豊
穣
を
願
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。�

（
ヤ
）

新
会
報
委
員

 

委
員
長
　
後
藤
　
保
喜

 

副
委
員
長
　
齋
藤
　
　
均

 

委
員 

大
場
　
重
樹
　
池
田
　
良
之

　
　
　
五
十
嵐
　
亨
　
佐
藤
　
玲
子

　
　
　
後
藤
　
喜
博

　肉といえば、酒田では豚肉。昔から内陸は牛、庄内
は豚といわれ、郷土料理の「芋煮」においても、内陸
は牛肉でしょうゆ味、庄内は豚肉を使い味噌味で調理
されています。
　酒田での豚肉は、ほとんどが三元交配の三元豚です。
高品質庄内豚の名前でブランド化され販売されていま
す。肉に臭みがなく、肉のきめが細かく、脂肪があっ
さりして、とてもおいしい安心安全な豚肉です。
　お正月料理に飽きてきたら、庄内豚の厚切りステー
キに冬野菜をたっぷり、今回は酒田の在来野菜、八幡
の升田カブと平田の赤ねぎを添えて。
　ソースは、新米に合わせて焼汁としょうゆとバター
で味付けしました。

庄内産もち豚のソテー

「食の都庄内」
親善大使
レストラン ロアジス
グランシェフ
太田　政宏

酒田の“旬”を食す

①　豚肉がちょうど入るくらいのフライパンにサラダオイ
ルを入れ中火にする。

②　豚肉の両面に塩コショウし、フライパンに入れ両面に
焼き色を付ける。280℃のオーブンで約2～3分。（オ
ーブンがないときはふたをして弱火で3分くらい）

　　取りだして銀ラップにくるむ。（ 銀ラップにくるむこ
とによって中の肉がピンク色になる）

③	 フライパンの油をボールにとり、そのフライパンに日
本酒を入れ水を注ぎ、しょうゆを入れ弱火でちょっと
煮て、からしを溶かし入れ、バターで味を調える。（ラ
ップにたまった焼き汁も入れる。）

④	 別のフライパンを使い③で出た油で赤ねぎ、升田カブ
をソテーする。

⑤　アスパラ菜は塩ゆでし添える。
⑥　豚肉を銀ラップから外し、約6枚に切り盛り付け、ソ
ースをかける。

材料（2人前）
・豚肉（ロース肉）…200g ～ 300g

（厚く切って）1枚
・塩コショウ･･････････････････少々
・升田カブ･･･････････････････2切れ
・赤ねぎ･･････････････････････2切れ
・アスパラ菜･･･････････････････2本
・サラダオイル･･･････････大さじ1杯
・しょうゆ････････････ 大さじ1/2杯
・日本酒･･････････････････大さじ1杯
・水･････････････････････大さじ1杯
・バター･･･････････････････････ 10g
・からし･･･････････････ 小さじ1/2杯

庄内産もち豚のソテー
作り方

冬

編
集
後
記


